
菅
政
権
打
倒
、
総
選
挙
に
勝
利
し
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、 

 
 

国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
特
別
決
議 

 

七
月
四
日
投
開
票
で
戦
わ
れ
た
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
今
秋
に
も
行
わ
れ
る
総
選
挙
の
前
哨
戦

と
さ
れ
る
中
で
、
自
民
、
公
明
を
足
し
た
議
席
で
さ
え
過
半
数
に
届
か
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
失
政

に
対
す
る
都
民
の
怒
り
が
立
憲
野
党
を
前
進
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。 

昨
年
九
月
に
発
足
し
た
菅
内
閣
は
、
安
倍
前
政
権
を
継
承
す
る
と
し
て
憲
法
九
条
に
「
国
防
軍
」
を

明
記
し
、
日
本
を
「
戦
争
が
で
き
る
国
」
に
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
る
。「
改
定
国
民
投
票
法
」
の
成
立

は
、
改
憲
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
兼
ね
ず
、「
改
憲
阻
止
」
に
向
け
た
世
論
と
運
動
を
広
げ
る
こ

と
が
更
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。 

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
で
は
、「
森
友
・
加
計
・
桜
を
見
る
会
」
な
ど
の
問
題
で
国
民
が
求
め
て
い

る
説
明
責
任
を
全
く
果
た
そ
う
と
せ
ず
、
新
た
に
河
井
元
法
相
を
は
じ
め
四
人
の
自
民
党
国
会
議
員
が

辞
職
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
今
年
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
二
〇
二
一
年
の
「
経
済
財
政
と
改
革
の
基
本

方
針
」、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
で
は
、
社
会
保
障
費
の
削
減
を
続
け
る
方
針
を
示
し
、
大
企
業
の

要
求
に
沿
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
、
カ
ジ
ノ
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
七
月
一
二
日

か
ら
は
四
度
目
と
な
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
東
京
や
沖
縄
に
発
令
・
再
延
長
さ
れ
、
国
民
に
は
更
な

る
自
粛
と
我
慢
を
押
し
付
け
、
感
染
リ
ス
ク
の
拡
大
と
命
を
危
険
に
冒
し
て
ま
で
東
京
五
輪
を
強
行
す

る
意
義
が
あ
る
の
か
疑
問
の
声
が
拡
が
っ
て
い
る
。 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
持
続
的
な
成
長
に
は
、
大
企
業
を
優
遇
す
る
政
治
か
ら
国
民
の
暮
ら
し
を
な
に
よ

り
も
優
先
す
る
政
治
へ
の
転
換
が
重
要
で
あ
り
、
消
費
税
の
減
税
・
廃
止
、
大
幅
な
賃
上
げ
、
社
会
保

障
の
拡
充
、
医
療
体
制
や
生
活
支
援
の
強
化
が
国
民
・
労
働
者
の
願
い
と
な
っ
て
い
る
。 

来
る
べ
き
総
選
挙
で
は
、
立
憲
野
党
の
躍
進
に
よ
り
菅
政
権
を
打
倒
し
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
政
治
の
転
換
を
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
一
年
間
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
下
で
大
き
く
変
化
し
た
。

Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
移
動
の
自
粛
・
制
限
が
経
営
収
支
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
一
方
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
」「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
を
見
据
え
た
Ｊ
Ｒ
各
社
の
合
理
化
・
効
率
化
施
策
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
を
理
由
に
加
速
さ
れ
る
と
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
位
置
付
け
ら
れ
た
労
働
者
と
し
て
、
感
染
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
な
が
ら
、
利
用
者
・
国
民
の

安
全
を
守
る
使
命
を
果
た
し
、
医
療
に
従
事
す
る
仲
間
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
の
最
前
線
で
生
命
と
向
き
合
っ
て

い
る
。 

国
労
は
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
立
場
か
ら
、
現
状
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
菅
政
権
の
国

民
不
在
の
暴
走
政
治
を
許
さ
ず
、
今
こ
そ
、
結
成
か
ら
七
五
年
の
歴
史
と
伝
統
、
経
験
と
実
績
を
基
に
、
働

く
者
の
雇
用
と
権
利
、
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
抜
く
闘
い
を
一
層
強
化
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。 

右
、
決
議
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

二
〇
二
一
年
七
月
一
六
日 

国
鉄
労
働
組
合
第
九
〇
回
定
期
全
国
大
会 


